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かった。組織像ではMR像での２層構造の内部に相当する領域は組織構築の大きな崩れはなく好酸性のみが上昇、
辺縁部では肺胞腔の液体貯留及び欝血を認めた。１週間後のMR像では２層構造は直後群とほぼ同様であったが、
Tl強調像で内部は高信号を示した。T2強調像では内部が低信号を呈し、辺縁が高信号を示した。造影Tl強調像
では辺縁部のみが増強された。組織像では内部は凝固壊死を示し、辺縁は炎症細胞浸潤や新生血管を伴った肉
芽組織であった。４週、８週後群では層構造は１週後群と同様で、大きさは経時的に縮小し、組織像では瘢痕
化を示した。MR像での焼灼部内部のサイズと組織像での壊死のサイズに有意な相関を認めた。 
以上の結果から、MR像は肺RFA後の組織変化を反映し、壊死範囲の正確な評価が可能であることを示した。臨
床的にはMR像で描出される焼灼部の２層構造の内部を壊死範囲として評価することにより、肺腫瘍に対するRFA
後の治療効果範囲の判定が可能と考えられた。 
本研究は、今後、臨床における肺腫瘍に対するRFA治療効果の判定に貢献するものと考えられ、博士（医学）
の学位を授与されるに値すると判定された。 
